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1 章 研究の背景と目的 

 産業革命から 1950 年代までの長い期間，

世界各国では GDP が大きい国こそが発展

した良い国という価値観が当たり前になっ

ていた．しかし，経済や工業が発展するにつ

れ諸問題が発生するようになり，何が人々

に幸福感をもたらすのか，また，幸福感をど

のように調査するのかについての研究が世

界的に行われるようになった． 

 日本の都市計画分野においても，幸福感

調査の重要性が益々高まっていくと予想さ

れる．従来の都市事業では，その成果の多く

は地図上に表記される対象であった（出口

（2020）1）ため，緑被率，日照といったい

わば空から都市を俯瞰できる量的指標や，

費用便益分析などの経済的指標による事業

評価が行われてきた．それに対して近年開

発が進むスマートシティでは，物理的な都

市整備を経ずに住民の幸福感に直接効果を

もたらすソフト事業が増加しており，量的，

経済的指標による都市評価に代わって，住

民の幸福感に基づいて都市を評価する仕組

みが重要となる．また近年では，人々の多様

な価値観への対応が社会的に求められてい
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る．都市分野においても，画一化された価値

観に基づく評価に代わって，住民一人一人

の価値観に応じて都市を評価する必要性が

高まっており，住民の幸福感に基づく都市

評価はこのような面からも重要である． 
 幸福感に基づく都市評価の重要性が高ま

っている背景から，国内では，住民の幸福感

調査を実施する自治体が増加している．し

かし，これらの幸福感調査では，政策の改

善・立案に活用しにくい点や，行政による住

民の価値観の画一化などの課題が森田

（2014）2によって指摘されており，実際に

幸福感調査を実施する自治体がどのような

課題を感じているのかについて確認しなけ

ればならない． 
 自治体による既存の幸福感調査について

課題が指摘されている一方で，住民の幸福

感に基づく新たな都市評価方法がいくつか

提案されている．例えば，林ら（2021）3は

人々の QOL（生活の質）の変化から都市事

業を評価する『QOL アクセシビリティ法』

を提唱している．また，筆者が参画している

日立東大ラボ4では，住民の活動満足度に着

目して幸福感を調査し都市を評価する，

3 林良嗣 他, 交通・都市計画の QOL 主流化 経済成⻑
から個⼈の幸福へ, 明⽯書店, 2021. 
4 H-UTokyo Lab. , QoL による都市評価, 2021, 
http://www.ht-lab.ducr.u-tokyo.ac.jp/research/city_qol/ 



『ActiveQoL』による都市評価を提案して

いる5．しかし，これらの方法が自治体によ

る既存の幸福感調査の課題を解決できるか

についての検討や，方法の実現に向けた具

体的な要件についての提案は未だ行われて

いない． 
 以上の背景を踏まえ本研究では，下記の

目的を設定する． 

① 幸福感に関する研究や幸福感調査の変

遷および内容を整理すること．（2 章） 
② 幸福感調査を実施している自治体への

ヒアリング調査を通し，自治体による既存

の幸福感調査の課題を明らかにすること．

（3 章） 
③ 幸福感に基づく新たな都市評価方法を，

既存の幸福感調査に基づく都市評価方法と

比較し，その有効性を明らかにすること．（4
章） 
④『ActiveQoL』による都市評価の実現に向

けて，その要件を明らかにすること．（5章） 
 
2 章 幸福感研究や幸福感調査の整理 
 本章では，幸福感研究や幸福感調査の変

遷および内容を整理した． 
 幸福感研究の整理では，既往研究から幸

福感と相関があると認められている要因を

抽出し，デモグラフィックデータ，サイコグ

ラフィックデータ，健康状態，活動傾向，周

囲の環境，他人との関係の 6 つのカテゴリ

ーに分類した．また，国内外の幸福感調査に

ついて整理したところ，国内の自治体によ

る幸福感調査は，海外の主流とは異なり，主

に主観的項目によって構成されているとい

う特徴を明らかにした． 

 
5 H-UTokyo Lab. , ⼈中⼼のスマートシティの評価と
QoL, 2021, http://www.ht-lab.ducr.u-tokyo.ac.jp/wp-

3 章 自治体による既存の幸福感調査の課

題 
 本章では，自治体による既存の幸福感調

査の課題を明らかにするため，幸福感調査

を実施している国内の 13 自治体および 1
同友会に対し，以下の項目についてヒアリ

ング調査を実施した． 
・調査実施までの経緯 / 調査目的 
・調査項目（質問項目）の作成方法 
・調査コスト 
・調査結果の分析方法 / 都市政策への活

用方法 
・実感している調査の課題 
 ヒアリング調査の結果，自治体による既

存の幸福感調査について以下の課題が明ら

かになった． 
・調査の負担が大きい． 
・調査項目が主観的項目で構成されている

ため，調査結果を具体的な都市政策に反映

することが難しい． 
・回答者の細かい要望を把握するのが難し

い． 
 
4 章 幸福感に基づく都市評価方法の比較 
 本章では，既存の幸福感調査に基づく都

市評価方法と幸福感に基づく新たな都市評

価方法（『QOL アクセシビリティ法』およ

び『ActiveQoL』による都市評価）を比較し，

新たな都市評価方法の有効性を検討した． 
 『QOL アクセシビリティ法』は，林ら

（2021）によって提案されている，都市に

おける客観的データから住民の QOL（生

活の質）を推定し，交通事業，都市事業を

評価する方法である．『ActiveQoL』によ

content/uploads/2021/10/5b6a7c4315a29b81340890b7
402209ff.pdf 



る都市評価は日立東大ラボによって提案さ

れている，理想の活動と実際の活動のギャ

ップから活動満足度『ActiveQoL』を計算

し，『ActiveQoL』から推定した幸福感に

よって都市を評価する方法である．  
 第 3 章で明らかになった既存の幸福感調

査の課題を中心に，幸福感の正確性，行政の

負担，政策への反映，頻度，一人一人の要望

把握の 5 つの観点から，既存の幸福感調査

に基づく都市評価，『QOL アクセシビリテ

ィ法』，『ActiveQoL』による都市評価の 3 つ

の都市評価方法を比較したものが表 1 であ

る． 
 比較の結果，幸福感に基づく新たな都市

評価方法は，既存の方法と比べて多くの点

で優れていることが明らかになった．特に，

『 SDGs （ Sustainable Development 
Goals）』6や『Society ５.0』7の理念に沿っ

て一人一人の要望を反映した都市評価を行

いたい場合や，都市政策のフィードバック

をリアルタイムに行うなど短期間で PDCA
サ イ ク ル を 回 し た い 場 合 な ど は ，

『ActiveQoL』による都市評価が望ましい

ことがわかった． 
 
5 章 『ActiveQoL』による都市評価の要件 
 本節では，第 4 章で有効性が認められた

 
6 外務省, No one will be left behind. - 誰⼀⼈取り残さな
い, 2015, 
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000295122.pdf 

『ActiveQoL』による都市評価の要件，具体

的には，活動満足度『ActiveQoL』の計算お

よび幸福感の推定の際にどのようなデータ

が必要か，計算式および推定式の係数はい

くつになるのかについて明らかにする．活

動満足度『ActiveQoL』の計算および幸福感

の推定にあたって，変数間の関係を把握す

るために以下のアンケート調査を実施した． 
1）調査対象 
 機縁法により収集した 56 名の回答者．回

答者の属性分布は表 2 の通り． 
2）調査項目 
・性別，家族構成，性格タイプ（エニアグラ

ム 90 問回答式チェック8による「タイプ 1」
〜「タイプ 9」）などのデモグラフィックデ

ータおよびサイコグラフィックデータ 
・幸福感 
・1 日の健康状態， 
・各活動の活動満足度など 
 実施したアンケート調査の結果に対して

統計解析環境 R のパッケージ lavaan によ

るパス解析を行った結果，『ActiveQoL』に

よる都市評価に必要なデータおよび幸福感

7 内閣府,  Society 5.0, 2021, 
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/ 
8 ⽇本エニアグラム協会, 90 問回答式チェック, 2021, 
https://www.enneagram.ne.jp/about/diagnosis/dns01 
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表 2：都市評価方法の比較 

表 1：回答者の分布 



推定式の係数が明らかになった．幸福感の

推定に必要なデータとしては，活動嗜好，実

際の活動内容，デモグラフィックデータお

よびサイコグラフィックデータ，健康状態

が挙げられ，活動嗜好のデータには，活動内

容，活動を行う場所・環境，一緒に活動を行

う人，それぞれに対しての嗜好が，実際の活

動データには，活動内容，活動を行った場

所・環境，初めての場所での活動か否か，一

緒に活動を行った人，それぞれの活動デー

タが含まれている必要がある．また，これら

のデータから幸福感を推定する推定式のう

ち代表的なものは図 1 である． 
 
第 6 章 おわりに 
 日本の都市計画分野において幸福感調査

の重要性が高まっている背景の中で，本研

究では自治体による既存の幸福感調査の課

題と新たな都市評価方法の有効性を明らか

にした．特に，ソフトな都市事業が増加して

いることや人々の多様な価値観への対応が

社会的に求められていることを鑑みると，

『ActiveQoL』による都市評価が大変有効

な方法になることを述べ，その実現要件の

一部を明らかにした． 
 一方で，『ActiveQoL』による都市評価の

実現にあたっては多くの課題が存在する．

本研究では，『ActiveQoL』による都市評価

において住民の幸福感を推定する上で，ど

のようなデータが必要か，推定式の係数は

いくつになるかを明らかにしたが，幸福感

に影響する変数は依然存在しうることや，

より広範囲の年齢層に対する調査も実施し

なければならないことなどの課題が残って

いる．また，データを収集するためには活動

嗜好を調査するアンケートの検討や，実際

の活動を記録するウェアラブルデバイスの

開発なども必要である．更には，住民の活動

データの収集には倫理的課題も残されてお

り，住民の幸福感に基づいて都市を評価す

るためには，これらの課題を乗り越える必

要がある． 

図 1：幸福感の推定式 


